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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 10,290 △27.0 173 △37.8 281 22.7 124 △38.1
22年3月期 14,090 △23.5 278 ― 229 ― 201 ―

（注）包括利益 23年3月期 114百万円 （△44.6％） 22年3月期 205百万円 （―％）

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり
当期純利益

自己資本当期純利
益率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 6.00 ― 2.8 2.3 1.7
22年3月期 9.70 ― 4.6 1.5 2.0

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  △8百万円 22年3月期  △37百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 11,828 4,506 38.1 217.80
22年3月期 12,088 4,434 36.7 214.28

（参考） 自己資本   23年3月期  4,506百万円 22年3月期  4,434百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 △34 △162 △137 108
22年3月期 3,578 △166 △3,098 440

2.  配当の状況 

（注）当社は定款において期末日を基準日と定めておりますが、現時点では当該基準日における配当予想額は未定であります。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00 41 20.6 1.0
23年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00 41 33.3 0.9
24年3月期(予想) ― ― ― ― ― ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
 平成23年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震の災害により、本決算短信発表時点で平成24年３月期の業績予想を開示することが困難でありま
す。当該業績予想は開示が可能となった時点で開示する予定です。 



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）詳細は、添付資料13ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 20,746,000 株 22年3月期 20,746,000 株
② 期末自己株式数 23年3月期 57,770 株 22年3月期 54,575 株
③ 期中平均株式数 23年3月期 20,690,203 株 22年3月期 20,693,284 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 10,098 △27.0 227 11.2 254 38.6 114 △28.6
22年3月期 13,841 △24.2 204 ― 183 ― 160 ―

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり当期純
利益

円 銭 円 銭

23年3月期 5.53 ―
22年3月期 7.74 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 10,876 5,534 50.9 267.50
22年3月期 11,125 5,466 49.1 264.16

（参考） 自己資本 23年3月期  5,534百万円 22年3月期  5,466百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表の監査手続きが実施中です。 
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(１）経営成績に関する分析 

①当期の連結業績の概況 

 当連結会計年度におけるわが国経済は、上半期では、アジア圏を中心に輸出の増加に加え、政策効果による個人消

費の増加により、景気回復の動きが見られました。下半期では、海外経済の減速や政策効果の反動減が影響したもの

の、踊り場の局面を経て回復基調を取り戻しつつありました。しかしながら、平成23年3月11日に発生した東北地方

太平洋沖地震の災害により、全ての業界において、先行きの不透明感は拭いきれない状況となっております。 

 当社グループが属する建設業界におきましては、公共事業の削減に加え、民間需要も低調であり、業種別では最低

水準となっております。土木事業分野におきましては、政府が打ち出す公共工事の削減が需要規模の縮小と受注競争

の激化を招いています。また、建築事業分野においても、企業業績の低迷と雇用・所得環境の悪化から、民間設備投

資が抑制されており、事業環境が一段と悪化しております。 

 このような事業環境のもと、当社グループの土木事業のセグメントにおいては、需要の大半を占める公共工事の削

減と規模の縮小により、競合メーカー同士による受注競争が激化しております。 

 一方、当社グループの建築事業の自走式駐車場においても、民間設備投資の抑制により計画の延期・中断が相次い

でおり、競合メーカーとの熾烈な受注競争を余儀なくされている状況となっております。 

 このような状況のもと、受注高につきましては、建築事業の自走式駐車場の案件が減少したことなどにより前年度

に比べて11.6％（1,242百万円）減少の9,421百万円となりました。 

 売上高につきましては、建築事業の自走式駐車場では大型商業施設向けの案件および土木事業のセグメントの中小

口径の製品が減少したことを中心に、前年度に比べて27.0％（3,799百万円）減少の10,290百万円となりました。 

 この結果、当連結会計年度末の受注残高につきましては、前年度末に比べ23.3％（3,770百万円）減少の12,389百

万円となりました。 

 損益面につきましては、一部の利益率の悪い案件に改善が生じ、建築事業、土木事業共に損益が改善され、また、

販売費および一般管理費などの削減も堅調に推移しておりましたが、売上高の減少により営業利益は前年度に比べて

105百万円減少の173百万円となりました。 

 営業外損益を加えた経常利益は前年度に比べ52百万円増加の281百万円となりました。当期純利益は、大震災によ

る災害損失163百万円等を特別損失に計上した結果、前年度に比べ76百万円減少の124百万円となりました。 

  

 セグメントの業績は、以下のとおりです。 

〔土木事業〕 

 受注高につきましては、セグメントの鉄道道路用ＲＣの製品を中心に前年度比14.4％（893百万円）減少の5,307百

万円となりました。 

 売上高につきましては、セグメントの中小口径ＲＣの製品を中心に前年度比28.6％（2,729百万円）減少の6,805百

万円となりました。 

 この結果、当連結会計年度末の受注残高は、前年度末に比べ13.4％（1,498百万円）減少の9,678百万円となりまし

た。 

〔建築事業〕 

 受注高につきましては、自走式駐車場を中心に前年度比7.8％（349百万円）減少の4,114百万円となりました。 

 売上高につきましては、自走式駐車場を中心に前年度比23.5％（1,071百万円）減少の3,485百万円となりました。

 この結果、当連結会計年度末の受注残高は、前年度末に比べ45.6％（2,272百万円）減少の2,711百万円となりまし

た。 

  

②次期の業績見通し 

 平成23年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震の災害により、本決算短信発表時点で平成24年３月期の業績予

想を開示することが困難であります。当該業績予想は開示が可能となった時点で開示する予定です。 

１．経営成績
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(２）財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末と比べ260百万円減少の11,828百万円となりました。これは、た

な卸資産が279百万円増加したものの、現預金333百万円、受取手形及び売掛金196百万円がそれぞれ減少したことに

より流動資産が156百万円減少したことが主な要因であります。 

 負債につきましては、災害損失引当金154百万円の増加があったものの、支払手形及び買掛金193百万円、負ののれ

ん90百万円、短期借入金83百万円がそれぞれ減少したこと等により、332百万円減少の7,322百万円となりました。 

 純資産につきましては、当期純利益を計上し利益剰余金が83百万円増加したこと等により、72百万円増加の4,506

百万円となりました。 

 この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の36.7％から1.4ポイント上昇し、38.1％となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ333百万円減

少し、当連結会計年度末には108百万円となりました。 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動による資金は、34百万円のマイナスとなりました。これは主に、減価償却費232百万円、売上債権の減少

196百万円等のプラス要因があったものの、たな卸資産の増加291百万円、仕入債務の減少193百万円のマイナス要因

によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動による資金は、162百万円のマイナスになりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出169百万

円のマイナス要因によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動による資金は、137百万円のマイナスとなりました。これは主に、短期、長期を合せた借入金の純返済額

83百万円、配当金の支払額41百万円のマイナス要因によるものです。 

  

③キャッシュ・フロー関連指標の推移 

（注）1.各指標の算出方法は次の通りです。 

・自己資本比率：自己資本／総資産 

・時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

・キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

・インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

（平成20年３月期、平成21年３月期及び平成23年３月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレ

スト・カバレッジ・レシオについては、営業キャッシュ・フローがマイナスであるため記載しておりませ

ん。） 

2.各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

3.営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動によるキャッシュ・

フロー」を使用しております。 

4.有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「利息の支払額」を利用しております。 

  
平成19年 
３ 月 期 

平成20年 
３ 月 期 

平成21年 
３ 月 期 

平成22年 
３ 月 期 

平成23年 
３ 月 期 

自己資本比率（％）  37.5  39.7  22.5  36.7  38.1

時価ベースの自己資本比率

（％） 
 24.9  17.3  4.9  14.2  23.2

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（年） 
 0.9  －  －  0.4  －

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍） 
 40.5  －  －  124.4  －
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 当社グループは、当社を中心に親会社及び当社の子会社２社、関連会社３社によって構成されており、主に土木事業

と建築事業を展開しております。土木ではセグメント、ＵＲＴ(Under Railway/Road Tunnelling：アンダーパス構築工

法)エレメント、同掘進機の賃貸、道路用プレハブ床版、トンネル補修等の設計・開発、製造、据付及び付帯サービ

ス、建築については自走式駐車場、防音壁等の建築物の設計、施工等の事業を行っております。 

 当社グループ各社の位置付けを図示すると次の通りであります。 

２．企業集団の状況
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(１）会社の経営の基本方針 

 当社ならびにＩＫＫグループ各社は 

① 「技術をもって社会の発展に貢献する企業」を経営の基本方針として、今日までコンクリート技術を中核とし

て、コンクリートセグメント等の製品を設計・開発、製造し、また自走式駐車場、防音壁等の建築物の設計、施

工やプレストレスコンクリート技術を利用した橋梁等のコンクリート構造物の設計、施工、また土木工事のエン

ジニアリング分野でも高い技術を発揮してまいりました。 

今後も製品、据付、施工の技術開発・改良を積極的に推進するとともに社会のニーズに即応した高性能・高品質

の製品、高度な施工ならびにエンジニアリング技術を顧客に供給するとともに、「安全第一」を経営の最重点課

題と位置づけ安全衛生管理の向上を目指してグループが一体となって邁進努力してゆく所存であります。 

② 顧客満足度の向上に、また顧客との信頼関係を更に深めるため、業務の質的向上を推進し、経営体質の強化を図

り、社会経済情勢の変化に伴う経営環境の変化に応じてグループ一丸となってなお一層のコスト削減を進めてお

ります。また、製造機能等を担う関係会社とは生産体制の集中化・効率化を図り、更に製・販・技一体となった

製品造りを展開することにより、公共投資の減少ならびに市場の更なる競争激化に対処するよう努力いたしてお

ります。 

③ 親会社の株式会社ＩＨＩとは、互いの製品構成を整備しながら、良きパートナーとして強固な協力関係を維持し

て行く所存であります。 

(２）中長期的な会社の経営戦略および対処すべき課題 

 当社グループは平成20年11月25日に決議した「経営改善中期計画」に沿った事業展開を図って来たところでありま

す。基本的には収益性重視の方針に基づいた事業運営を行ってきておりますが、平成21・22年度の経営成績に現れて

きておりますように、損益傾向の堅調さとは裏腹に受注の低迷、事業規模の縮小傾向も看過出来ない程顕著な状況で

あります。これは市場環境の低迷、およびそれに起因する競争の激化と言う背景があります。こうした事業規模の縮

小傾向に歯止めを掛けるべく技術優位性の活きる分野・製品への注力、技術・品質・サービス等総合的に魅力のある

提案内容の充実、新しい設計工夫、調達先開拓等原価低減に向けた取り組み等々「経営改善中期計画」の施策内容に

沿って注力をして参りました。しかしながら市場環境は、更に大きく変化する様相にあります。特に平成23年度は受

注低迷・事業規模の縮小に伴う悪影響の度合いが当社グループの製作担当会社の関東セグメント株式会社の操業不

足・損益悪化となって強く現れてくる懸念があります。こうした状況に鑑み平成23年度は「経営改善中期計画」の最

終年度の３年目になりますが、更なる市場環境激変に対応する抜本的施策を策定中であります。 

３．経営方針
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 440,064 107,542

受取手形及び売掛金 6,393,177 6,197,009

製品 815,671 1,302,897

仕掛品 896,441 685,104

原材料及び貯蔵品 31,491 34,106

短期貸付金 50,140 50,000

その他 72,569 159,221

貸倒引当金 △49,256 △41,309

流動資産合計 8,650,297 8,494,570

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,519,190 1,537,127

減価償却累計額 △1,094,249 △1,147,892

建物及び構築物（純額） 424,941 389,235

機械装置及び運搬具 2,590,661 2,596,734

減価償却累計額 △2,228,374 △2,250,293

機械装置及び運搬具（純額） 362,287 346,441

土地 2,098,731 2,098,731

リース資産 28,980 44,011

減価償却累計額 △11,466 △21,995

リース資産（純額） 17,514 22,016

その他 204,357 201,837

減価償却累計額 △182,658 △184,582

その他（純額） 21,699 17,255

有形固定資産合計 2,925,172 2,873,678

無形固定資産 17,630 15,966

投資その他の資産   

投資有価証券 327,123 306,935

破産更生債権等 37,808 5,714

その他 167,741 136,621

貸倒引当金 △37,808 △5,714

投資その他の資産合計 494,864 443,556

固定資産合計 3,437,666 3,333,200

資産合計 12,087,963 11,827,770
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,590,410 3,397,272

短期借入金 1,334,094 1,251,436

未払法人税等 18,690 13,993

前受金 19 16,742

賞与引当金 116,619 124,318

役員賞与引当金 － 5,607

完成工事補償引当金 59,644 43,279

工事損失引当金 39,370 －

災害損失引当金 － 154,170

その他 307,206 253,695

流動負債合計 5,466,052 5,260,512

固定負債   

繰延税金負債 614,675 610,740

退職給付引当金 1,135,565 1,105,504

役員退職慰労引当金 46,102 43,012

資産除去債務 － 3,492

負ののれん 374,021 284,060

その他 17,819 14,476

固定負債合計 2,188,182 2,061,284

負債合計 7,654,234 7,321,796

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,665,000 1,665,000

資本剰余金 1,006,641 1,006,641

利益剰余金 1,751,419 1,834,253

自己株式 △14,153 △14,428

株主資本合計 4,408,907 4,491,466

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 24,822 14,508

その他の包括利益累計額合計 24,822 14,508

純資産合計 4,433,729 4,505,974

負債純資産合計 12,087,963 11,827,770
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 14,089,669 10,290,414

売上原価 12,154,997 8,664,160

売上総利益 1,934,672 1,626,254

延払販売未実現利益控除 69,669 －

延払販売未実現利益戻入 144 2,429

差引売上総利益 1,865,147 1,628,683

販売費及び一般管理費   

販売費 968,078 884,313

一般管理費 618,853 571,379

販売費及び一般管理費合計 1,586,931 1,455,692

営業利益 278,216 172,991

営業外収益   

受取利息 11,595 19,449

受取配当金 956 1,021

スクラップ売却益 6,534 2,213

固定資産売却益 1,939 603

負ののれん償却額 11,449 89,960

その他 8,698 22,021

営業外収益合計 41,171 135,267

営業外費用   

支払利息 28,587 12,556

売上債権売却損 15,447 306

持分法による投資損失 37,189 8,049

遊休資産管理費 4,272 4,247

その他 4,935 2,116

営業外費用合計 90,430 27,274

経常利益 228,957 280,984

特別利益   

ゴルフ会員権売却益 2,476 －

保険解約返戻金 － 3,212

ゴルフ会員権退会益 － 20,476

特別利益合計 2,476 23,688

特別損失   

ゴルフ会員権評価損 484 286

投資有価証券評価損 16,358 1,791

災害による損失 － 162,827

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,622

特別損失合計 16,842 167,526

税金等調整前当期純利益 214,591 137,146

法人税、住民税及び事業税 13,931 12,930

法人税等調整額 － －

法人税等合計 13,931 12,930

少数株主損益調整前当期純利益 － 124,216

当期純利益 200,660 124,216
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（連結包括利益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － 124,216

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － △9,678

持分法適用会社に対する持分相当額 － △636

その他の包括利益合計 － ※2  △10,314

包括利益 － ※1  113,902

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 113,902

少数株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 1,665,000 1,665,000

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,665,000 1,665,000

資本剰余金   

前期末残高 1,006,641 1,006,641

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,006,641 1,006,641

利益剰余金   

前期末残高 1,550,759 1,751,419

当期変動額   

当期純利益 200,660 124,216

剰余金の配当 － △41,382

当期変動額合計 200,660 82,834

当期末残高 1,751,419 1,834,253

自己株式   

前期末残高 △13,932 △14,153

当期変動額   

自己株式の取得 △221 △275

当期変動額合計 △221 △275

当期末残高 △14,153 △14,428

株主資本合計   

前期末残高 4,208,468 4,408,907

当期変動額   

当期純利益 200,660 124,216

自己株式の取得 △221 △275

剰余金の配当 － △41,382

当期変動額合計 200,439 82,559

当期末残高 4,408,907 4,491,466
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 20,068 24,822

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 4,754 △10,314

当期変動額合計 4,754 △10,314

当期末残高 24,822 14,508

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 20,068 24,822

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 4,754 △10,314

当期変動額合計 4,754 △10,314

当期末残高 24,822 14,508

純資産合計   

前期末残高 4,228,536 4,433,729

当期変動額   

当期純利益 200,660 124,216

自己株式の取得 △221 △275

剰余金の配当 － △41,382

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 4,754 △10,314

当期変動額合計 205,193 72,245

当期末残高 4,433,729 4,505,974
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 214,591 137,146

減価償却費 202,570 231,863

負ののれん償却額 △11,449 △89,960

貸倒引当金の増減額（△は減少） 39,214 △40,041

賞与引当金の増減額（△は減少） △649 7,699

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － 5,607

退職給付引当金の増減額（△は減少） △207,841 △30,061

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 15,326 △3,091

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 9,983 △16,365

工事損失引当金の増減額（△は減少） △179,362 △39,370

受取利息及び受取配当金 △12,552 △20,470

支払利息 28,587 12,556

持分法による投資損益（△は益） 37,189 8,049

災害損失 － 162,827

有形固定資産売却損益（△は益） △1,939 △603

有形固定資産除売却損益（△は益） 2,386 1,559

投資有価証券評価損益（△は益） 16,358 1,791

ゴルフ会員権退会益 － △20,476

売上債権の増減額（△は増加） 7,128,171 196,168

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,143,872 △290,912

破産更生債権等の増減額（△は増加） △7,638 32,094

仕入債務の増減額（△は減少） △3,177,617 △193,138

前受金の増減額（△は減少） △53,444 16,723

割引手形の増減額（△は減少） △1,608,084 －

その他 26,979 △93,584

小計 3,604,651 △23,989

利息及び配当金の受取額 13,142 20,470

利息の支払額 △28,765 △12,646

法人税等の支払額 △11,302 △17,341

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,577,726 △33,506

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △386,181 △169,419

有形固定資産の売却による収入 4,896 603

無形固定資産の取得による支出 △7,173 △2,468

敷金及び保証金の回収による収入 195,880 1,234

貸付金の回収による収入 10,420 140

定期預金の払戻による収入 23,000 －

その他 △7,304 7,731

投資活動によるキャッシュ・フロー △166,462 △162,179

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,952,539 △32,658

長期借入金の返済による支出 △134,179 △50,000

リース債務の返済による支出 △10,012 △12,917

配当金の支払額 △811 △40,987

その他 △221 △275

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,097,762 △136,837

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 313,502 △332,522

現金及び現金同等物の期首残高 126,562 440,064

現金及び現金同等物の期末残高 440,064 107,542
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   該当事項はありません。 

 下記の「（７）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」を除き、最近の有価証券報告書（平成22

年６月25日提出）における記載から重要な変更がありません。なお、詳細については、当該有価証券報告書をご参照

ください。 

・資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産

除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しております。

 これにより、営業利益及び経常利益は111千円減少し、税金等調整前当期純利益は2,733千円減少しております。 

 また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は3,450千円であります。 

 当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適用し

ております。ただし、「その他の包括利益累計額」及び「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度の金額

は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額等合計」の金額を記載しております。 

当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

※１ 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

※２ 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

(５）継続企業の前提に関する注記

(６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

(７）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

(８）追加情報

(９）連結財務諸表に関する注記事項

（連結包括利益計算書関係）

親会社株主に係る包括利益 千円205,415

その他有価証券評価差額金 千円4,339

持分法適用会社に対する持分相当額 千円415

計 千円4,754
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 （注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品 

(1) 土木……セグメント、URTエレメント、同掘進機の賃貸、道路用プレハブ床版、トンネル補修 

(2) 建築……自走式駐車場、防音壁 

３ 「消去又は全社」に含めた金額及び主な内容は以下のとおりであります。 

４ （会計方針の変更） 

 当連結会計年度より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工

事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用しており

ます。これにより、当連結会計年度における建築セグメントの売上高は261,360千円増加し、営業損失は

41,046千円減少しております。 

前連結会計年度(自平成21年４月１日 至平成22年３月31日) 

在外子会社及び在外支店がないため、開示しておりません。 

前連結会計年度(自平成21年４月１日 至平成22年３月31日) 

海外売上高がないため、開示しておりません。 

（セグメント情報等）

ａ．事業の種類別セグメント情報

  
前連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

  
土木 
(千円) 

建築 
(千円) 

計 
(千円) 

消去又は 
全社(千円) 

連結 
(千円) 

Ⅰ 売上高及び営業損益  

売上高  

(1) 外部顧客に対する売上高  9,533,852  4,555,817  14,089,669  ―  14,089,669

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 ―  ―  ―  ―  ―

計  9,533,852  4,555,817  14,089,669  ―  14,089,669

営業費用  8,684,334  4,732,364  13,416,698  394,755  13,811,453

営業利益又は営業損失(△)  849,518  △176,547  672,971  △394,755  278,216

Ⅱ 資産、減価償却費及び資本的
支出 

 

資産  8,510,544  2,970,708  11,481,252  606,711  12,087,963

減価償却費  164,120  30,080  194,200  8,370  202,570

資本的支出  375,487  ―  375,487  9,095  384,582

  (単位：千円) 

  前連結会計年度 主な内容   

消去又は全社の項目に含めた配
賦不能営業費用の金額 

 394,755
提出会社の総務部等管理部門に
係る費用 

  

消去又は全社の項目に含めた全
社資産の金額 

 606,711

提出会社における現預金、余資
運用資金(短期貸付金)、長期投
資資金(投資有価証券等)及び管
理部門に係る資産等 

  

ｂ．所在地別セグメント情報

ｃ．海外売上高
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１．報告セグメントの概要 

 当連結会計年度(自平成22年４月１日  至平成23年３月31日) 

 当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

 当社グループは、製品の種類・性質により、セグメント、ＵＲＴエレメント、同掘進機の賃貸、道路用プ

レハブ床版、トンネル補修等の設計・開発、製造、据付及び付帯サービス事業を行う「土木事業」と、自走

式駐車場、防音壁等の建築物の設計、施工等の事業を行う「建築事業」の２つの報告セグメントとしており

ます。 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と概ね同一であります。 

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

３．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失、その他の項目の金額に関する情報 

 前連結会計年度（平成21年４月１日～平成22年３月31日） 

 従来までのセグメント情報の取扱いに基づく連結財務諸表のセグメント情報として、「セグメント情報等

の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27日）等に準拠した場合と同様の情報が開

示されているため、記載を省略しております。 

 当連結会計年度(自平成22年４月１日  至平成23年３月31日) 

（単位：千円）

（注）１ セグメント利益の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。 

２ セグメント資産については、経営資源の配分の決定及び業績を評価するための検討対象とはなっ

ていないため記載しておりません。 

（追加情報） 

 当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

ｄ．セグメント情報

  

報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

連結財務諸表

計上額 
土木事業 建築事業 計 

売上高           

外部顧客への売上高 6,805,209 3,485,205  10,290,414     － 10,290,414

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 

  

    － 

  

    － 

  

    － 

  

    － 

  

    － 

計 6,805,209 3,485,205  10,290,414     － 10,290,414

セグメント利益 515,350 21,560  536,910  △363,919 172,991

その他の項目           

減価償却費 223,838 80  223,918  7,945 231,863
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 （注） １株当たり当期純利益の算定上の基礎 

    該当事項はありません。 

 リース取引、関連当事者情報、税効果会計、金融商品、有価証券、デリバティブ取引関係、退職給付、資産除去

債務、賃貸等不動産等に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるた

め開示を省略しております。 

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

１株当たり純資産額  円 銭 214 28

１株当たり当期純利益  円 銭 9 70

１株当たり純資産額  円 銭 217 80

１株当たり当期純利益  円00銭 6

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。 

同左 

項目 
前連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

損益計算書上の当期純利益(千円)  200,660  124,216

普通株主に帰属しない金額(千円)  ―  ―

普通株式に係る当期純利益(千円)  200,660  124,216

普通株式の期中平均株数（千株）  20,693  20,690

（重要な後発事象）

（開示の省略）
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（1）役員の異動 

  ①代表取締役の異動 

   該当事項はありません。 

  

   ②その他役員の異動（平成23年６月24日付予定） 

  １. 新任取締役 

      該当事項はありません。 

  

  ２. 退任予定取締役 

      該当事項はありません。 

  

  ３. 新任監査役候補 

      社外監査役 清水知彦（独立役員） 

      社外監査役 阿部 修（㈱ＩＨＩ経営企画部主幹） 

  

  ４. 退任予定監査役 

      社外監査役 石崎雅史 

      社外監査役 青木健一 

  

   上記の異動につきましては、平成23年３月28日付けの「人事異動に関するお知らせ」で開示済みであります。

５．その他
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